
 

 

News Release           2023 年 2 月 3 日 

ヤンマーホールディングス株式会社 

 

福岡県水素グリーン成長戦略会議の 

「水素ファクトリー開発モデル事業」に参画 

 

 

ヤンマーホールディングス株式会社のグループ会社であるヤンマーエネルギーシステム株式会社（本社：

大阪市北区、社長：山下宏治、以下YES）とヤンマー発電システム製造株式会社（本社：福岡県糟屋郡宇美町、

社長：進敏幸、以下 YPGM）は、トヨタ自動車九州株式会社、有限会社 AID、アークエルテクノロジーズ株式会

社とともに福岡県水素グリーン成長戦略会議の「水素ファクトリー開発モデル事業」に応募し、「再エネと連

動運転可能な定置型燃料電池発電システムの開発」が 2022 年 9 月に採択されました。 

 

本事業は、工場の CO2 排出量削減を図る革新的な技術を福岡県内から創出することを目的に、再生可能

エネルギー設備と水素燃料電池発電システムなどを組み合わせた「水素ファクトリー」の開発に挑戦するもの

です。 

天候などにより発電量が変動する再生可能エネルギーの影響を、定置型燃料電池や蓄電池などを併用し

て統合制御することで最少化し、CO2排出量削減の最大化を目指します。 

 

今後はトヨタ自動車九州株式会社小倉工場で、再生可能エネルギーや蓄電池システムと連動した定置

型燃料電池発電システムを構築し、実使用環境下での制御応答性などについて評価を行ないます。 

 



 

＜システム全体イメージ図＞ 

 

ヤンマーグループでは、脱炭素社会の実現に向け、「YANMAR GREEN CHALLENGE 2050」を推進していま

す。今後も YES および YPGM は脱炭素燃料への対応技術の開発を進め、お客さまのエネルギーにおける課

題解決と脱炭素社会の実現に貢献してまいります。 

 

 

 

＜ヤンマーについて＞ 

1912 年に大阪で創業したヤンマーは、1933 年に世界で初めてディーゼルエンジンの小型実用化に成功し

た産業機械メーカーです。「大地」「海」「都市」のフィールドで、産業用エンジンを軸に、アグリ、建機、マリン、

エネルギーシステムなどの事業をグローバルに展開し、お客様の課題を解決するソリューションを提供してい

ます。ヤンマーは“A SUSTAINABLE FUTURE-テクノロジーで、新しい豊かさへ。-”をブランドステートメントに

掲げ、次の 100 年へ向けて持続可能な社会の実現に貢献していきます。 

詳しくは、ヤンマーのウェブサイト https://www.yanmar.com/jp/about/をご覧ください。 

 

＜注記＞ 

記載されている内容は発表時点のものです。最新の情報とは内容が異なっている場合がありますのでご了承願います。 
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ヤンマーホールディングス株式会社 

ブランド部コミュニケーション部 広報担当 

E-mail: koho@yanmar.com 
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